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一
月
二
十
八
日

新
『

宗
像
市
・
大
島
村
合
併

宗
像
市
』
誕
生

＼
宗
像
大
社
三
宮
全
て
宗
像
市
へ
＼ 一

三
月
二
十
八
日
宗
像
市
と
大
島
村
が
合
併
し
、
新
『
宗
像
市
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。

へ
つ
み
や
な
か
つ

~
皆
様
、
こ
周
知
の
通
り
、
当
大
社
は
本
局
を
樅
く
『
辺
津
宮
』
、
大
島
の
『
中
津

―
み
や
お
き
つ
み
や

二
宮
』
、
沖
ノ
島
の
『
沖
津
宮
』
の
三
宮
か
ら
成
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
行
政
区
域
上
で
は
、
辺
津
宮
が
宗
像
市
、
沖
・
中
津
宮
が
大
島
村
で
し
た
。
し
か
し
、

一
今
回
の
合
併
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
行
政
区
域
上
で
も
三
宮
と
も
宗
像
市
と
な
り
ま
す
。

ー
今
月
号
で
は
、
宗
像
市
長
の
原
田
慎
太
郎
氏
、
前
大
島
村
長
の
河
辺
健
治
氏
に
合

ー
併
後
の
想
い
と
今
後
の
展
望
を
含
め
た
御
挨
拶
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。

一
新
『
宗
像
市
』
発
足

一
＼
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
＼

一
宗
像
市
長
原
田
慎
太
郎

一
三
月
二
十
八
日
に
宗
像
市
と
大
島
村
一

ヘ
ー
が
合
併
し
、
新
し
い
宗
像
市
が
誕
生
し
一

市
一像ー

ま
し
た
。
宗
像
地
区
は
古
代
か
ら
悠
久
~

砂
の
歴
史
を
持
つ
宗
像
大
社
を
中
心
と
し
l
-
9
(
「
~


年
一
て
発
展
し
、
今
日
で
も
お
互
い
が
強
い
一

・
ハ
＿
絆
を
持
ち
、
一
体
と
な
っ
た
住
民
の
生
｛

大町
一
活
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
島
村
一

沖
ー
と
の
合
併
に
よ
り
、
辺
津
宮
・
中
津
宮
・
一
ま
さ
に
宗
像
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で

r"u の
一
沖
津
宮
の
宗
像
大
社
三
宮
と
行
政
区
域
ー
も
あ
り
ま
す
。

島
—す

ー
が
一
体
と
な
り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
一
平
成
十
七
年
度
は
、
新
生
『
宗
像

神
一

と
日
一

•*J 

目
ー
の
可
能
性
が
更
に
広
が
る
も
の
と
考
え
一
市
』
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す

を
＿呻

一
て
お
り
ま
す
。
宗
像
の
歴
史
を
語
る
と
一
大
事
な
一
年
と
な
り
ま
す
。
今
後
十
年

世
＿
き
宗
像
大
社
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
ず
、
一
問
の
市
政
運
営
の
括
本
と
な
る
『
総

界
i

宗

4月祭事暦

春季大祭
04月 1 日
午前 1 1 時大祭
（氏子奉幣、主基地方風俗舞、浦安舞）

04月 2日
午前 1 1 時総社祭

（献上若布採取者表彰）

午前 1 1 時40分
交通安全謡社祭
古，古~奴
l司ロホ

第二宮•第三宮祭
宗（沿説国神社春祭

午後2時 胤茶祭

（南坊流小方社中）

月次祭
古，古クく
I司口示

惰二宮・・三宮’慕

、, I き泣ぎ

宗像託国神社遥拝
午前11 時 認社祭
豊栄舞奉奏

04月 23 日
午前 1 1 時 沖•中両宮春季大努
於＝大島・中津宮

04月 29 日
午前11 時
引き続き

宗像大社奨学金受給生奉告祭

04月 15 日
午前10時

昭和祭

「
天
気
晴
朗
ナ
レ
ド
モ
波
高
シ
。
皇
国

の
興
廃
、
此
の
一
戦
に
在
り
」
で
著
名
な

東
郷
平
八
郎
元
帥
率
い
る
日
本
連
合
艦
隊

が
露
国
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
破
り
、
日
露

戦
争
に
勝
利
を
治
め
て
か
ら
今
年
百
周
年

を
迎
え
る
。
こ
の
勝
利
は
、
永
ら
く
欧
米

諸
国
の
梱
民
地
と
さ
れ
た
亜
細
亜
諸
国
に

独
立
へ
の
希
望
を
与
え
た
記
念
す
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
。

又
、
乃
木
希
典
大
将
は
旅
順
戦
で
破
っ

た
敵
将
ス
テ
ッ
テ
ル
の
助
命
嘆
願
響
露
国

皇
帝
に
送
り
、
世
界
か
ら
喝
采
を
浴
び
た
。

更
に
私
の
故
郷
宮
崎
出
身
の
小
村
寿
太
郎

は
、
特
命
全
権
大
使
と
し
て
ポ
ー
ツ
マ
ス

条
約
を
締
結
し
た
外
交
官
で
あ
る
。

だ
が
、
現
在
歴
史
教
育
の
現
場
で
は
、

此
れ
等
の
名
前
は
余
り
重
要
視
さ
れ
て
い

な
い
。
「
偉
人
教
育
は
、
差
別
を
助
長
す

る
」
か
ら
だ
そ
う
で
あ
る
。
事
実
我
々
が

学
生
時
代
に
読
ま
さ
れ
た
偉
人
伝
は
、
ガ

ン
ジ
ー
・
ヘ
レ
ケ
ラ
ー
ワ
シ
ン
ト
ン
等
と

い
う
類
の
物
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

今
年
は
四
年
に
一
度
の
中
学
校
歴
史
教

科
響
採
択
の
年
で
あ
る
。
何
と
し
て
も
正

当
な
歴
史
観
に
基
い
た
歴
史
教
科
書
を
一

校
で
も
多
く
採
択
さ
せ
ね
ば
為
ら
な
い
。

歴
史
的
事
象
を
た
だ
知
識
と
し
て
教
え
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
磨
史
の
中
で
生
き
た

人
間
の
苦
悩
等
を
教
え
て
い
く
、
そ
う
い

う
血
の
通
っ
た
歴
史
教
育
が
郷
土
、
そ
し
て

自
国
に
対
す
る
愛
情
や
誇
り
と
い
う
も
の

を
育
む
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
(
S
•
N
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合
計
画
』
を
は
じ
め
『
歴
史
観
光
推
進
｛

計
画
』
や
『
水
産
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ー

ン
』
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
要
計
画
が
ス
一

タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
さ
に
新
た
な
ま
ち
―

づ
く
り
元
年
で
あ
り
ま
す
。
「
海
・
山
・
｛

川
に
育
ま
れ
、
教
育
・
文
化
と
歴
史
が
い
一

き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ま
ち
宗
像
」
を
一

新
た
な
都
市
像
に
掲
げ
、
そ
の
重
点
プ
ロ
~

ジ
ェ
ク
ト
の
び
と
つ
と
し
て
『
い
や
し
の
~

ま
ち
づ
く
り
』
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
一

本
市
は
福
岡
・
北
九
州
両
政
令
都
市
の
中
一

問
に
あ
り
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
~

玄
界
灘
や
さ
つ
き
松
原
な
ど
の
豊
か
な
自
~

然
、
宗
像
大
社
や
鎮
国
寺
な
ど
の
歴
史
文
一

化
追
産
、
そ
し
て
新
鮮
で
美
味
し
い
魚
な

ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
、
多
く
の
方
に
~

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
~

し
て
い
き
ま
す
。

特
に
大
島
が
も
つ
離
島
特
有
の
自
然
環
一

境
や
歴
史
文
化
迫
産
な
ど
の
地
域
資
源
の
~

魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ー

て
お
り
ま
す
。
特
に
沖
ノ
島
は
、
『
海
~

の
正
倉
院
』
と
も
呼
ば
れ
、1
2万
点
に
も
｛

及
ぶ
銅
鏡
、
勾
玉
、
金
製
品
な
ど
が
出
土
~

し
、
そ
の
全
て
が
国
宝
や
重
要
文
化
財
に
一

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
国
内
｛

は
も
と
よ
り
世
界
へ
誇
れ
る
宗
像
市
の
貴
一

重
な
財
産
で
あ
り
ま
す
。
今
、
古
代
か
ら
~

`
`
9
9

、
\
\
,
z
ヽ
ヽ
｀
媒
ゞ
れ
し
、
＞
ー
”

｀
ぶ
芯
ふ
｀
ヽ
Z
'ベ
ヽ
；
さ
ゞ
9』
”

む
一

望
｛
を
―面ー

方
一

市
一

像
一

宗
―

J
 

ょ
―

空
一

上
一

村
一

島
一

大
―
日

の
歴
史
い
き
づ
く
神
の
島
『
沖
ノ
島
』
を
中
心
に
宗
像
大
社

な
ど
を
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
迫
産
に
登
録
し
よ
う
と
い
う
活

動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
こ

の
世
界
遺
産
登
録
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
世
界

迫
産
登
録
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
「
い
や
し
の
ま
ち
づ
く
り

」
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
世
界
遺
産
登
録
の
活
動
は
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
、

日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
を
再
認
識
す
る
取
組
み
に
も
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
先
人
た
ち
は
、
こ
の
宗

像
の
地
で
大
陸
と
の
交
流
を
は
じ
め
日
本
の
歴
史
を
大
き
く

動
か
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
私
た
ち
に
世
界
に
誇
れ
る
歴

史
文
化
遺
産
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
遺
産
を
後
世
へ

引
き
継
ぐ
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

ぜ
ぴ
多
く
の
方
に
こ
の
貴
重
な
歴
史
文
化
迫
産
に
つ
い
て
、

神
宝
館
の
見
学
や
歴
史
文
献
な
ど
を
通
し
て
、
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
、
国
の
構
造
改
革
や
市
町
村
合
併
、
地
方
分
権
な
ど
時

代
は
大
き
な
変
革
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
歴
史
が
動
い
て

い
る
こ
と
を
強
く
実

感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
『

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

元
年
』
は
、
市
民
の

皆
様
と
と
も
に
あ
り

ま
す
。
市
民
参
画
・

協
働
に
よ
り
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
理
解
と
こ
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

＇芦 ll 父;~- - :·,••::99 k：ぶ
‘·ヽ：←、ー） •'（：竺＜事一

合併調印式に臨む、原田市長、河辺村長

出

II 仕

吉松

野林

理拓

” " 
飯藤

田田

明俊

宏介

" 
長
友
貞
冶

" 
飛
来
孝
佳

" 
大
塚

宗
延

" 
御
床
直
之

" 
坂
本
敬

" 
中
原
裕
生

" 
佐
々
木
大
冶

" 
杉
山
安
彦

権
禰
宜
渡
追
秀
丸

" 
伊
藤
佳
和

" 
葦
津
幹
之

禰権宮
宮

宜司司

堤高神

向島

正
宏秀定

神
宝
館
々
長

社
務
本
局
長

祭
儀
部
長

文
化
財
管
理
事
務
局
長
（
並
）

海
洋
分
局
長
（
中
津
宮
）

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
長
（
非
）

主
韮
地
方
風
俗
舞
保
存
会
事
務
局
長
（
兼
）

庶
務
部
長

五
月
寮
責
任
者
（
非
）

経
理
部
長

宮
司
非
務
社
管
理
主
任
（
非
）

津
加
計
志
神
社
管
理
主
任
（
非
）

囮
式
内
社
顕
彰
会
九
州
支
部
事
務
局
主
任
（
雌
）

祭
鏑
部
長
代
理

宗
像
護
国
神
社
管
理
主
任
（
非
）

祭
儀
部
儀
式
課
主
任

氏
子
会
幹
事
長
（
兼
）

庶
務
部
庶
務
課
主
任

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
員
（
非
）

宗
像
大
社
氏
子
会
幹
事
（
北
）

経
理
部
用
度
課
貝

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
員
（
兼
）

庶
務
部
庶
務
課
員

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

庶
務
部
広
報
課
員

宗
像
大
社
歌
会
担
当
（
兼
）

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

祭
儀
部
究
務
課
員

氏
子
会
幹
事
（
非
）

経
理
部
会
計
課
員

庶
務
部
広
報
課
員
（
兼
）

主
碁
地
方
風
俗
舞
保
存
会
事
務
局
貝
（
兼
）

祭
儀
部
賽
務
課
員

経
理
部
用
度
課
員

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
貝
（
非
）

祭
儀
部
儀
式
課
員

祭
儀
部
儀
式
課
員

四
月
一
日
付
で
左
記
の
通
り
、
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

人
事
異
動
（
神
職
）
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像市•大島村合併協定書調印式
宗
像
市
か
ら
沖
合
遥
か
、
大
島
か
ら
沖

ノ
島
へ
続
き
、
玄
界
灘
を
更
に
水
平
線
に

向
か
う
北
へ
の
長
い
指
向
線
は
、
か
つ
て

宗
像
海
人
族
が
海
を
渡
っ
て
い
た
大
陸
へ

の
道
の
り
、
『
海
北
道
中
』
で
も
あ
り
ま

す
。こ

の
道
す
じ
の
自
治
体
が
合
併
す
る
こ

と
は
、
神
郡
と
言
わ
れ
‘
―
つ
の
心
に
ま

と
ま
っ
て
い
た
昔
、
す
な
わ
ち
世
界
へ
の

海
へ
の
回
帰

一
玄
関
口
で
あ
っ
た
時
代
に
、
帰
り
つ
つ
あ
i

：
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
~

宗
像
大
社
を
心
の
よ
り
ど
こ
i

ろ
と
し
て
き
た
我
々
大
島
村
民
~

は
、
沖
ノ
島
を
畏
敬
し
、
大
切
~

に
守
り
続
け
て
来
ま
し
た
。
一
ー

木
一
草
も
持
ち
出
し
て
は
な
ら
~

な
い
。
と
の
教
え
は
、
父
も
祖
一

父
も
厳
し
く
守
っ
て
お
り
ま
し
~

た
。
特
に
祖
父
は
帆
を
か
け
た
―

小
船
で
、
大
島
か
ら
朝
鮮
ま
で
~

呻
サ
ワ
ラ
を
釣
り
に
出
か
け
て
い
~

大
た
そ
う
で
す
。
ま
だ
動
力
さ
え
i

島前辺
な
い
時
代
に
、
こ
の
海
峡
を
自
｛

河と
由
に
行
き
来
し
て
い
た
航
海
術
i

市
が
、
つ
い
戦
前
ま
で
継
承
さ
れ
一

長田原
て
い
た
の
で
す
。
現
代
の
、
人
~

るぇ
工
衛
星
な
ど
の
航
海
計
器
に
憫
~

携琵
れ
た
わ
れ
わ
れ
に
は
、
鷲
嘆
と
一

互
し
か
い
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
~

し

旧
大
島
村
長
河
辺
健
治

ま
た
、
辺
津
宮
の
社
前
に
懸
か
る
し
め
一
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
~
る
事
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

縄
は
、
大
島
の
氏
子
役
員
総
出
で
作
り
、
｛
高
校
生
の
頃
に
は
、
弟
と
二
人
父
の
船
｛
こ
の
三
つ
の
社
が
―
つ
の
行
政
区
に
所

田
島
に
奉
納
し
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
~
に
便
乗
し
て
沖
ノ
島
に
渡
り
、
当
時
勤
務
｛
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
は
、
実
に
喜

ら
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
~
さ
れ
て
い
た
日
本
海
海
戦
の
目
撃
者
、
佐
｛
ば
し
い
限
り
で
す
。
今
後
、
関
係
の
深
い

村
民
は
入
学
や
卒
業
式
に
は
親
子
と
~
藤
市
五
郎
氏
と
数
日
間
共
に
生
活
を
す
る
｛
旧
宗
像
郡
が
ま
と
ま
り
、
更
に
福
岡
都
市

も
に
中
津
宮
に
参
拝
し
て
そ
の
成
長
を
報
一
事
が
で
き
ま
し
た
。
佐
藤
氏
に
こ
飯
を
炊
一
圏
の
中
核
の
位
憚
を
占
め
て
大
き
な
広
が

告
感
謝
し
、
春
秋
の
沖
中
両
宮
の
大
祭
に
一
い
て
頂
き
、
島
内
を
案
内
さ
れ
た
時
の
、
｛
り
を
見
せ
る
事
も
、
時
代
の
要
求
か
と
考

は
大
勢
の
人
々
が
参
拝
し
ま
す
。
連
綿
と
~
そ
の
急
坂
を
登
る
足
の
速
さ
に
驚
か
さ
れ
｛
え
ま
す
。
世
界
の
中
で
今
後
最
も
発
展
の

続
く
素
朴
な
信
仰
で
あ
り
、
生
活
と
切
り
~
た
も
の
で
し
た
。
｛
可
能
性
が
高
い
と
言
わ
れ
る
、
ア
ジ
ア
の

離
せ
な
い
一
体
の
民
俗
と
も
言
え
る
で
し
｛
そ
の
頃
、
大
社
の
奨
学
生
に
選
ば
れ
、
一
国
々
と
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
又
地
理

ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
三
宮
を
―
つ
の
も
の
一
毎
月
奨
学
金
を
頂
き
に
田
島
に
行
き
ま
し
一
的
な
要
衝
と
し
て
も
、
千
年
の
回
帰
を
経

と
捉
え
て
、
大
島
の
氏
子
た
ち
は
崇
敬
を
｛
た
。
今
後
も
こ
恩
に
報
い
る
べ
く
、
貞
摯
｛
て
こ
の
宗
像
が
大
社
と
と
も
に
、
限
り
な

続
け
て
き
ま
し
た0

~
に
生
き
て
い
く
覚
悟
で
す
。
~
く
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
を
念
願
し
て
や
み

現
役
時
代
の
祖
父
は
漁
か
ら
帰
る
と
必
~
さ
て
、
大
島
村
が
宗
像
市
と
合
併
し
、
―
ま
せ
ん
。

ず
献
魚
を
お
宮
に
上
げ
て
い
ま
し
た
。
私
i
い
よ
い
よ
新
し
い

も
使
い
に
や
ら
れ
、
魚
を
入
れ
た
竹
の
篭
~
行
政
の
か
た
ち
が

を
下
げ
て
、
長
い
お
宮
の
階
段
を
上
っ
た
~
始
ま
り
ま
す
。
こ

覚
え
が
あ
り
ま
す
。
晩
年
の
祖
父
は
お
宮
~
ま
こ
ま
と
し
た
合

に
参
拝
す
る
事
を
日
課
と
し
、
氏
子
の
役
~
併
準
備
の
事
務
は
、

員
も
努
め
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
又
父
親
~
気
の
遠
く
な
る
ほ

も
、
役
員
を
し
て
い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
~
ど
の
道
の
り
だ
っ

す
。
~
た
事
で
し
ょ
う
。

私
自
身
の
話
し
を
さ
せ
て
頂
け
ば
、
お
~
こ
こ
ま
で
漕
ぎ
着

宮
は
小
さ
い
頃
か
ら
ず
い
ぶ
ん
な
じ
み
の
~
け
た
大
島
村
、
宗

深
い
も
の
で
し
た
。
よ
く
祖
父
に
連
れ
ら
~
像
市
両
方
の
担
当

れ
て
田
島
に
も
お
参
り
を
し
、
お
宮
に
泊
~
職
員
の
こ
苦
労
に

ま
っ
た
事
も
あ
り
ま
す
。
大
勢
の
大
人
に
i
対
し
て
、
改
め
て

混
じ
っ
て
、
そ
の
会
話
を
興
味
深
く
聞
い
~
感
謝
を
申
し
上
げ
、

た
り
し
た
も
の
で
し
た
。
信
仰
心
篤
い
祖
~
さ
ら
に
今
後
、
大

父
は
宮
地
狐
に
も
参
り
、
当
時
珍
し
い
黒
~
島
の
た
め
、
宗
像

塗
り
の
自
動
車
で
神
湊
ま
で
送
っ
て
も
ら
．
の
為
に
活
躍
さ
れ

宗像大社上空より大島を望む

1 面～3面写真提供：宗像市役所



第530号 （第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成17年4月 1 日金曜日 4
 

氏
八
満
神
社
で

『
芳
名
板
」
除
幕
式
、
狛
犬
』
清
祓

一
連
の
事
業
の
全
て
を
完
了
す
る

田
島
区
の
氏
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
る
氏
一

八
満
神
社
の
芳
名
板
・
狛
犬
清
祓
建
立
報
一

告
祭
並
び
に
除
幕
式
が
一
一
月
二
十
七
日
（
一

日
）
午
前
十
一
時
、
高
向
権
宮
司
奉
仕
の
一

も
と
、
氏
八
満
神
社
改
築
建
設
委
員
会
吉
一

武
正
行
委
員
長
を
始
め
関
係
者
が
参
列
し
一

斎
行
さ
れ
た
。

本
殿
・
拝
殿
改
築
工
事
の
記
念
事
業
の
一

最
後
の
神
事
と
し
て
行
わ
れ
、
拝
殿
正
面
一

に
御
影
石
の
狛
犬
一
対
と
、
参
道
階
段
入
一

口
に
芳
名
板
が
建
立
さ
れ
た
。
一

清祓後の除幕では一同笑みがこほれ拍手が嗚リ響いた

\ 

奉
告
祭
に
引
き
続
き
、
狛
犬
の
清

祓
と
芳
名
板
の
清
祓
が
行
わ
れ
、
参

列
者
全
員
で
除
幕
を
行
っ
た
。

こ
の
度
の
神
社
改
築
に
あ
た
っ
て

は
、
在
郷
の
皆
様
に
は
永
年
に
亘
る

浄
財
の
積
立
を
し
て
い
た
だ
き
、
現

在
故
郷
を
離
れ
て
い
る
田
島
区
出
身

者
に
も
浄
財
を
募
り
完
成
し
た
も
の

で
、
こ
の
一
大
事
業
を
顕
彰
す
る
と

共
に
御
神
慮
を
お
慰
め
す
べ
く
建
立

さ
れ
た
。

こ
の
祭
典
を
も
っ
て
氏
八
満
神
社

の
本
殿
・
拝
殿
改
築
工
事
、
一
連
の

神
事
の
全
て
が
終
了
し
た
。

—＝可l

、
`
`
’

氏
貞
公
を
埋
葬
し
た
占
部
一
族
の
方
々
、
一

地
元
上
八
今
門
区
の
皆
様
、
当
大
社
―
―

-

l

 

高
向
権
宮
司
と
神
職
一
名
が
参
列
し
、
一
―

し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。
一
i

-

i

 

祭
典
後
、
今
門
公
民
館
で
直
会
が
一
―

催
さ
れ
、
戦
国
乱
世
に
こ
の
神
郡
宗
一
ロ

像
を
守
り
抜
い
た
郷
土
の
英
雄
の
遺
—
i

一

徳
を
偲
び
、
こ
の
墓
前
祭
・
法
会
を
一
．

子
々
孫
々
ま
で
受
け
継
い
で
い
く
こ
一
―

と
を
誓
っ
た
。
一

宗
像
氏
貞
公
は
、
室
町
時
代
末
期
―
―

に
活
躍
し
た
第
八0
代
宗
像
大
社
大
一

宮
司
。
周
防
国
黒
川
（
現1
1山
ロ
ー

市
）
で
生
を
う
け
、
幼
少
時
に
宗
一

L
冒

像
家
に
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
神
i

m
fl

郡
宗
像
を
毛
利
・
大
友
・
竜
造
寺
ら
―
F
1

近
隣
の
勢
力
か
ら
守
り
抜
い
た

0
-
l

m
o
]
`
]

□
｀
口
□`
｀
`
[
、
一

執
り
行
わ
れ
た
。
ー
か
ら
厚
い
崇
敬
を
受
け
た
が
、
天
正
十
―
―
―
―
"
'
·

例
年
、
当
大
社
と
氏
貞
公
の
菩
提
寺
で
一
年
(
-
五
八
六
）
四
十
二
歳
の
若
さ
で
こ
一

あ
る
『
承
福
寺
（
宗
像
市
上
八
）
』
が
一
の
世
を
去
っ
た
。
公
の
死
は
、
当
時
大
友
一

隔
年
で
奉
仕
し
て
い
る
が
、
今
年
は
承
福
一
勢
と
敵
対
し
て
い
た
た
め
そ
の
死
は
秘
密
一

寺
の
勤
番
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
仏
式
で
執
一
に
さ
れ
、
亡
骸
は
夜
中
密
か
に
現
在
の
地
一

り
行
わ
れ
た
。
ー
に
埋
葬
し
た
と
い
う
。

当
日
午
前
十
一
時
、
寒
波
が
舞
い
戻
り
小
一
公
に
嫡
子
が
な
か
っ
た
為
、
神
代
か
ら
一

雪
が
舞
い
、
玄
界
灘
か
ら
の
寒
風
が
肌
を
刺
一
続
く
宗
像
大
宮
司
家
は
、
豊
臣
秀
吉
の
命
一

の
む
ら

す
中
、
承
福
寺
の
埜
村
住
職
、
同
じ
臨
済
宗
一
に
よ
り
こ
こ
で
断
絶
。
以
後
、
そ
の
御
神
一

の
隣
船
寺
（
同
市
神
湊
）
の
田
代
住
職
が
一
威
を
遍
く
知
ら
れ
た
宗
像
大
社
も
次
第
に
一

奉
仕
さ
れ
、
代
々
宗
像
家
に
仕
え
こ
の
地
に
一
衰
微
し
て
い
っ
た
。
一

仏式での法要

手を合わす高向権宮司 読経される承福寺 埜村住職 参列は、宗像家々臣の占部家所縁の人々と、地元上）＼今門地区の方々
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三
月
六
日
、
宗
像
市
光
岡
の
総
合
商
業
一

施
設
内
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
三
大
会
で
五
一

個
の
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
塚
原
光
男
さ
ん
一

が
校
長
を
務
め
る
『
塚
原
体
操
ス
ク
ー
一

ル
宗
像
』
の
体
操
館
が
完
成
し
、
当
大
一

宗
像
か
ら
オ
リ
ン
ピ

塚
原
体
操
館

—＝可l

‘`' 

者体襲 社
二操来午神
＋館で前職
名中‘十が
が央外時出
参には‘向
列斎ーこし
の場面の落

左から、模範演技を披露した塚原直也、中野大輔、石坂真奈美、大島杏子の4選手 も力5 0)日 Bと

金アのか同全: =,iが大真也校 祓体の続祝修事と唇靡蒻馨
メテ長ら日をの 玉島奈選長最が操儀ぃ詞祓が落ら界か斎

t~塁ば贔誓胃鵞嬰亨塁デ扇唇以翌が贔爪呻 9 覧れ名＄ [ 
を輪先同一れと操捧選手石原塚れのま方さのれの関る寒な
取での氏時た安館げ手‘坂直原た清た祓れ儀た神係中波

-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

―-量―--=—ーぃしい 二 い手健ーも今し贈民を平がつ

う‘にこ階体たの全と練でてつは見均‘た
-‘の建操゜発育解習は考て着せ台吊塚
こ体て館 掘成説す中案い地‘‘り原

匝闊畠誤匡編 巌と、し、荏開 k t5 腐悶贄零靡
玉に合建べ板 り将ー出が一塚ま掛な平選
屋何商設覧含 組来ィ本来し月原るけど行手
息直雷は召： 食摩嬰全 C 面え唇貪盃棒計
実し設塚平 l、 いリ通うき鷹は大二麗段本
現たの原方張 ーンしにつ。り一き〇な違代
しい敷さメカ とピてな 私な〇模い表

地ん l 幕 語ツ子るみーが拍人範平四
t~ "=をの卜屋 つク供よんも苦手の演行選
と有想ル根 て選の゜な‘労を市技棒手

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

L 
、ソ

ク
選
手
を

宗
像
市
に
落
成

、
`
`
’

アテネ五輪表彰式（右の2人が、模範演技に来られた塚原・中野両選手）

一、大＾石中塚滅祈ク選幼同
ァ＋島ア十坂ア野ァ原技 り同選将手児体
テ八杏テ八真テ大テ直を 申ス手来の年操
蓋歳子ネ歳云ネ輔ネ也披 しクが‘五少ス
•選五・羹五選五選露 上 l 輩宗コ・ク

輸朝手輪朝選輪手輪手し げル出像 l 年 l
出日 出日手団＝団＝た まのさかス長ル
場生 場生 体干体ー B す今れらが‘は^ 命 総一総＋ * ゜後る将あ小四
牒 体 合涵合七代 益か来る学月

り 竺 9：應： ;> ヽ［了゜饂日
ブ ブル笠Jレ生手 栄まン女開

^-,--------- ._‘ 大命 をせピ子校
熱心に見つめる来館者 ----- ----- おん； ッ 、 し
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

ー
布
ー
．
｀
｀

.... 
ー
｀

塚原体操館外観 塚原選手の演技 石坂選手の演技
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平成17年・日本海々戦100周年

う中；車官涅見士也大斎冬の稚p案：肉
本年は、沖ノ島近海で明治38年に行われた『日本海々戦』から 100周年となります。この意義ある年に、

恒例の『沖津宮現地大祭』を皆様と共に渡島し、斎行致します。
下記、要項で参加者を募集致しますので、参拝御希望の方はお申し込み下さい。

一①参拝者は沖津宮奉賛会費として 1 名に付き、 100周年
記念奉賛金を含めて20,000円お納め頂きます。

②参拝御希望の方は当大社より『参拝申し込み書』をお取
り寄せ頂き、4月30日迄（必着）に社務所まで御返送下さい。

③沖ノ島渡島前日の5月 26日（木）午後6時迄に中津宮（筑前大
島）に到着し、受付を済ませ、渡島安全祈願祭に御参列して
いただきます。（祭典後、各班ごとに説廿月会を行います）

④ 5月 27日（金）午前6時に大島港を出港。
沖ノ島到着後、直ちに海水で面契をして頂きます（ふ

んどしの使用不可）。
・祭典は午前 10時の予定です。

·午後 1 時、沖ノ島を出港し、大島着島は午後4時の予定です。

⑤大島神湊間のフェリー最終便は午後6時です。
⑥海上模様等で沖ノ島渡島が中止になった場合は、大島
の沖津宮遥拝所で祭典を斎行致します。

⑦乗船者数に制限がありますので、定員を超える場合に
は御遠慮願います。

⑧年令70オ以上の方は、関係筋の通達により御遠慮願
います。尚、長時間の乗船に耐えられない方や、健康

状態が良好でない方も御遠慮願います。
⑨申し込み者には、受付後参加の諾否を葉書で御通知申し
上げます。

一①遊山・魚釣等を目的とし、釣具類を持参しての乗船は固く禁止します。

もし違反があれば乗船をお断り致します。
②沖ノ島上陸の際は、古例により海水で誤をし、心身を清める事。
③御神水以外は、一木一草一石たりとも持ち帰る事を禁止します。
④厳重なる掟がある為婦女子の参拝は固くお断わり致します。
大島での宿泊につきましては、当大社ではお世話しかね

ます。参考要項に同封の、大島の旅館・民宿のパンフレ

ットを御参照の上、各自で直接予約願います。

申込書·参拝心得・参拝要項等を用意しておりますので、

返信用切手を同封の上、下記宛までお申し込み下さい。

申し込み先
〒811 -3505 福岡県宗像市田島2331
宗像大社社務所祭儀部『沖津宮現地大祭』係

T E L (0940) 62-1311 〈代表〉

FAX (11) 62-1315 

:-L瀑，翼 11 ↑彎•
中津宮（大島）での渡島安全祈願祭（前日の26 日）
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滋り
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沖津宮（沖ノ島）での現地大祭 (27 日）

船上から見た沖ノ島

沖ノ島沖の夕焼け
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二
月
五
日
か
ら
三
月
一
三
日
ま
で
、
●
今
回
の
展
示
は
平
成
一
四
年
か
ら
行
一

福
岡
県
立
美
術
館
で
「
よ
み
が
え
る
明
ー
わ
れ
て
い
た
、
本
仏
寺
蔵
の
絵
画
修
復
~

治
絵
画
、
修
復
さ
れ
た
矢
田
一
鴫
『
蒙
ー
が
完
成
し
た
の
を
機
に
、
記
念
と
し
て
~

古
襲
来
絵
図
展
』
」
が
行
わ
れ
て
い
た
一
の
企
画
展
示
で
、
矢
田
の
そ
の
他
の
絵
i

が
、
そ
れ
を
観
て
き
た
。
た
し
か
三0

一
画
や
関
係
資
料
等
約
六
0
点
が
展
示
さ
ー

年
ほ
ど
前
、
こ
の
絵
図
を
浮
羽
の
日
蓮
｛
れ
た
。
本
仏
寺
蔵
の
も
の
は
昭
和
三
六
年
、
~

宗
本
仏
寺
で
観
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
｛
福
岡
県
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
~

の
絵
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
、
元
寇
と
言
―
て
い
る
。

え
ば
、
そ
の
絵
図
が
浮
ん
で
く
る
ほ
ど
一
年
譜
に
よ
る
と
、
矢
田
一
闘
は
幕
末
一

印
象
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ー
の
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
横
浜
で
一

生
ま
れ
、
幕
末
か
ら
明
｝

治
の
激
動
期
を
少
年
時
一

代
に
体
験
し
て
い
る
。
一

画
家
を
志
し
、
画
風
も
~

和
風
か
ら
洋
風
に
転
じ
、
~

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
~

二
五
歳
の
時
に
渡
米
し
、
—

見
聞
を
広
め
、
帰
国
後
一

は
『
活
人
画
』
と
呼
―

ば
れ
る
滅
劇
的
見
世
物
i

の
背
景
制
作
を
手
が
け
た
。
＿

さ
ら
に
明
治
二
三
年
、
~

本
邦
初
の
パ
ノ
ラ
マ
館
『
｛

上
野
パ
ノ
ラ
マ
館
』
で
｛

戌
辰
戦
争
を
取
材
し
た
｛

パ
ノ
ラ
マ
画
を
描
い
て
一

-P屈

”桑石モニ，戸ご一、、 ＼、患珠覧固

（続）

公
＃

ハ
｀
·
ー
、

『
一
ゑ

191 

好
評
を
博
し
た
。
パ
ノ
ラ
マ
館
と
は
戦
~

争
を
描
い
た
大
画
面
を
円
筒
状
の
建
物
一

内
部
に
巡
ら
せ
た
施
設
で
、
入
場
し
た
一

観
衆
は
戦
場
の
臨
場
感
を
味
わ
い
楽
し
i

む
も
の
で
あ
る
。
矢
田
は
そ
の
後
熊
本
~

に
来
て
、
明
治
二
七
年
、
九
州
初
の
「
九
~

州
パ
ノ
ラ
マ
館
」
で
西
南
戦
争
の
画
を
｛

描
き
、
そ
の
年
の
暮
れ
に
は
福
岡
に
移
一

り
住
む
。
そ
の
福
岡
は
元
寇
古
戦
場
で
一

も
あ
り
、
元
寇
記
念
碑
建
設
の
運
動
が
一

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
賛
同
し
た
矢
一

田
は
、
多
く
の
元
寇
図
を
描
き
、
ま
た
一

明
治
三
五
年
日
蓮
聖
人
鋼
像
台
座
の
レ
~

リ
ー
フ
の
原
図
作
成
も
し
て
い
る
。
明
一

治
四
二
年
頃
に
描
か
れ
た
本
仏
寺
蔵
の
｛

蒙
古
襲
来
絵
図
一
四
点
も
あ
る
。
大
正
i

二
年
(
-
九
一
三
）
五
六
歳
で
胃
癌
の
一

た
め
九
大
付
属
病
院
で
没
。
（
よ
み
が
一

え
る
明
治
絵
画
よ
り
）
~

展
示
の
絵
図
は
、
ど
れ
も
迫
力
が
あ
る
。
~

七
百
年
前
の
元
寇
の
様
子
を
、
恐
ら
く
『
一

蒙
古
殴
来
絵
詞
』
を
参
考
に
し
て
描
~

い
た
で
あ
ろ
う
が
、
「
強
調
さ
れ
た
一

遠
近
法
や
俯
職
的
な
構
図
」
を
駆
使
し
、
一

矢
田
の
類
い
ま
れ
な
想
像
力
と
多
く
の
一

パ
ノ
ラ
マ
画
を
描
い
て
き
た
豊
富
な
経
一

い
し
い
た
だ
し

神 いい購

> 宝畠尚［：申〗読

おー ぉ ' まで 編二塁館 まり す゜す゜ 入
十館::: の-- )す゚ 塁者 晶 の 集晋でお 、ー お 部
は知 いの願

御理解月四i 『m せ 購 ん舟い で、一般の 塁悶の ら
のー 読 召たヽ方̂ 石 : の
9ろ干八日 尺 料 閃 振に＾納お お
ぉ＜し禾ー 左記 孟眉序 ぃ ゑり , た召 知
願ま 盆り、 危 息 だ ら
上贔しヽで て 嚢；： 現役す; せ
閏 : 益 且 ; 封せ同さ氏子＾云の およう
す゜ て．願

験
が
一
体
と
な
っ
て
、
ま
さ
に
七0
0

!
 

年
前
の
現
場
に
立
っ
て
、
見
て
き
た
よ
｛

う
な
淡
ま
じ
い
戦
闘
場
面
が
展
開
さ
れ
一

て
い
る
。

そ
の
白
眉
は
「
博
多
上
陸
」
で
あ
ー

る
。
彼
我
の
怒
局
乱
れ
飛
び
、
銅
羅
、
一

太
鼓
矢
の
唸
り
、
剣
戟
の
響
き
、
轟
音
ー

と
閃
光
の
て
つ
は
う
が
炸
裂
。
一

絵
の
中
央
海
側
に
元
軍
側
の
兵
士
、
一

太
砲
状
の
も
の
を
据
え
付
け
発
射
し
て
一

い
る
図
も
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
中
央
一

の
人
物
が
、
竹
崎
季
長
ら
し
く
、
馬
上
｛

か
ら
抜
し
て
切
り
込
ん
で
い
る
姿
が
あ
り
、
—

,.,. -,.....^’’・

ぢE豆：心,.,.叶朱fS狩 I二
大咋tて7. 1 ぢラア云ユ知石ご
‘‘3 七咲・充·，，，む紀tぇぇ；；

そ
の
前
面
に
、
元
兵
の
壁
、
短
弓
を
つ

が
え
狙
い
射
っ
て
い
る
。
元
寇
の
絵
で

こ
れ
ほ
ど
迫
力
あ
る
も
の
は
な
い
。
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第
五
二
四
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
と
ど
｀

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日メ
切

福
津
市
在
佐
々
木
和
彦

玄
海
の
西
日
が
ま
と
も
に
照
ら
し
ゐ
る
庭
の
白
梅
や
や
濶
り
た
り

（
評
）
海
の
夕
日
を
受
け
本
来
は
美
し
か
る
べ
き
梅
。
「
や
や
濁
り
た
り
j
に
作
者
の
屈
折
し
た

心
情
が
見
え
る
。

宗
像
市
朝
野
藤
井
浩
子

た
ま
さ
か
の
息
子
の
電
話
に
声
の
ト
ー
ン
皿
き
わ
け
て
社
連
推
し
測
り
を
り

（
評
）
東
京
で
会
社
の
経
営
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
息
子
さ
ん
。
会
社
の
こ
と
、
子
の
こ
と
が
、
片

時
も
離
れ
な
い
母
親
で
あ
る
。

浮
羽
郡
浮
羽
則
正

わ
が
歌
が
ラ
ジ
オ
に
読
ま
れ
録
音
の
テ
ー
プ
を
友
が
送
り
く
れ
た
り

（
評
）
他
の
一
首
「
戦
死
せ
し
父
を
詠
み
た
る
わ
が
歌
を
部
屋
に
飾
り
て
と
き
ど
き
見
つ
む
」
と

共
に
、
歌
を
作
る
喜
び
、
友
の
あ
る
喜
び
が
こ
の
よ
う
な
形
で
現
わ
れ
る
こ
と
も
、
短
歌
の
功
徳

の
―
つ
で
あ
る
。
友
人
も
巻
き
込
ん
で
の
精
進
を
祈
る
。

福
津
市
中
央
中
村
勇

こ
の
日
課
何
時
ま
で
続
く
か
食
事
こ
と
薬
飲
む
な
り
二
人
揃
っ
て

（
評
）
二
人
揃
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
尊
い
責
重
な
服
薬
で
あ
る
。

宗
像
市
大
島
越
智
治
子

孤
島
に
て
一
人
家
守
る
身
な
れ
ど
も
島
の
く
ら
し
は
心
豊
け
し

（
評
）
東
京
在
住
の
私
の
師
、
宮
英
子
さ
ん
（
八
十
八
歳
）
は

ひ
っ
そ
り
と
住
む
と
い
へ
ど
も
わ
れ
は
持
つ
山
の
野
葡
蘭
そ
の
実
そ
の
窪

と
詠
ん
で
い
る
。
い
づ
れ
も
一
人
暮
し
に
負
け
な
い
心
意
気
が
見
え
る
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

床
の
間
の
壺
に
白
梅
投
入
れ
て
客
を
迎
へ
る
座
敷
整
ふ

（
評
）
大
和
さ
ん
は
客
を
迎
え
も
て
な
す
た
め
の
活
け
花
、
前
記
の
宮
英
子
さ
ん
は

藍
ふ
か
き
ペ
ル
シ
ャ
の
壺
を
と
り
出
し
て
塁
な
が
ら
野
葡
甜
を
賓
沢
に
活
け
む

と
詠
み
、
宮
英
子
さ
ん
は
自
分
自
身
の
鎮
魂
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
二
首
共
優
し
い
心
が
あ
っ
て
の

歌
で
あ
る
。福

岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

旅
先
で
友
と
な
り
得
し
若
き
人
の
幸
せ
願
い
賀
状
を
し
た
た
む

自

向

選
者
詠

宗
像
市
大
井
木
原
ふ
さ
子

何
処
に
か
梅
の
匂
へ
る
坂
を
来
て
瑯
び
し
御
寺
の
山
門
く
ぐ
る

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

そ
こ
ば
く
の
豆
を
撒
き
終
え
冷
え
し
夜
を
オ
ペ
終
え
し
義
兄
に
思
い
を
馳
せ
る

宗
像
市
大
島
杉
田
れ
い
子

鈴
祓
い
受
け
つ
つ
願
う
病
床
の
兄
の
窓
辺
に
密
き
と
ど
け
と

宗
像
市
東
旭
丘
天
野
玲
子

山
う
ど
に
蕗
に
菜
の
花
並
べ
ら
れ
野
菜
売
場
は
春
の
黛
り
す

宗
像
市
田
野
森
甲
子

日
の
丸
の
旗
軒
に
掲
げ
氏
神
に
友
と
詣
り
ぬ
建
国
記
念
日

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

降
る
雪
は
地
上
に
降
り
て
そ
こ
こ
こ
の
芥
包
み
て
し
ば
し
憩
へ
り

宗
像
市
田
野
森
つ
る
の

日
本
海
海
戦
記
念
碑
に
近
き
東
郷
神
社
に
参
詣
を
す
る

宗
像
市
田
熊
有
田
ゆ
り
子

信
号
を
待
つ
小
学
生
鞄
よ
り
ケ
ー
ク
イ
取
り
出
し
耳
に
当
て
た
り

福
津
市
光
陽
台
香
月
照
子

病
室
に
東
風
は
吹
か
ね
ど
白
梅
の
香
り
ほ
の
か
に
春
を
待
た
れ
る

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

急
ぐ
と
も
心
静
か
に
手
を
そ
え
て
外
に
も
ら
す
な
白
玉
の
露

宗
像
市
池
田
森
龍
子

冬
の
陽
は
温
み
及
ば
ぬ
奥
の
間
の
廊
下
を
伝
び
障
子
に
揺
ら
ぐ

三
千
首
あ
ま
り
の
高
校
生
の
歌
選
ぶ
と
読
む
に
恋
の
う
た
多
し

バ
イ
ト
し
て
お
金
の
尊
さ
知
る
と
詠
む
一
首
は
隣
の
選
者
が
お
と
す

老
い
し
今
牛
の
歩
み
で
な
ど
言
へ
ず
小
島
な
お
の
歌
見
れ
ば
な
ほ
さ
ら

宗
像
市
光
岡
白
土

水
仙
の
芽
を
ふ
き
た
る
や
春
近
し

宗
像
市
光
岡
井
上

梅
一
輪
帽
子
に
差
し
て
退
院
す

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

ボ
ー
ル
蹴
り
寒
九
の
雨
に
群
が
り
ぬ

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

筑
前
に
静
の
碑
あ
り
草
萌
ゆ
る

宗
像
市
東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
水

大
勢
の
避
難
生
活
氷
柱
伸
ぶ吉

田
杏
子

限
り
な
き
昔
話
し
や
炉
火
燃
ゆ
る

三
浦
美
千
代

死
と
は
何
生
と
は
何
ぞ
除
夜
の
鐘

田
中

春
潮
の
脹
ら
み
に
乗
る
繁
ぎ
舟

木
原

蕗
の
菜
呆
け
お
る
や
も
雨
続
く

編
□
後
国
[
f
D
『
棗
]
記

ケ
ニ
ア
の
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
が
、

国
連
会
議
の
場
で
日
本
語
の
『
も
っ
た
い

な
い
』
に
つ
い
て
演
説
さ
れ
て
い
る
の
を
、

テ
レ
ピ
で
観
ま
し
た
▼
同
氏
は
今
年
ニ

月
の
来
日
時
に
、
こ
の
言
葉
を
知
ら
れ
た

よ
う
で
す
が
、
も
っ
た
い
な
い
の
言
葉
や

考
え
を
世
界
に
拡
げ
よ
う
と
訴
ス
、
一
同
『

M
o
T
T
A
ー
N
A
ー
』
を
大
合
唱
し
て

い
ま
し
た
ア
漢
字
で
書
く
と
『
勿
体
無
い

』
と
雷
き
、
「
そ
の
物
の
値
打
ち
が
生
か
さ

れ
ず
、
無
駄
に
な
る
の
が
惜
し
い
」
と
い

う
意
で
、
英
語
を
は
じ
め
外
国
語
に
は
な

く
、
日
本
語
だ
け
の
言
葉
だ
け
だ
そ
う
だ

で
す
▼
と
も
す
れ
ば
「
貧
乏
性
」
と
も
考

え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
日
本
人
の
『
M
o

T
T
A
ー
N
A
ー
』
の
精
神
が
、
こ
の
世

界
を
変
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
(
M
·
O
)

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
四
九
九
）

房
子

雨
葉

嘉
治

凌
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